
平成３０年度練習試合 2018年 04月 01日 矢掛高校 VS 倉敷工業高校   ＠倉敷工業グラウンド 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

倉敷工業 0 1 0 0 0 0 2 0 1 4 

矢 掛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

矢：花岡 ― 小池、真砂               文責：国定 和佳・守屋 綾乃（普通科総合コース） 

矢掛高校の先発は、２年生右腕の花岡（木之子中） 

 

1回表、倉敷工業高校の攻撃。二死から中前打を放たれ、出塁されるも次打者を抑え、無失点の立ち上がり。 

1回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の佐藤武蔵（木之子中）が左越二塁打を放ち、出塁。続く大山（小北中）が犠打

を決め、先制点のチャンスを迎えるも後続が凡退し、無得点。 

2回表、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者に中前打を放たれ、さらに犠打も決められる。続く打者に失策を与えて

しまい、一死一・三塁とされ、中前打でこの回１点を先制される。 

2回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の佐藤孝太（木之子中）が四球により出塁し、さらに犠打も決める。一死から中

村（矢掛中）が相手に失策により出塁するもこの回無得点。 

3回表、倉敷工業高校の攻撃。二死から左前打を放たれるも点を与えない。 

4回表、倉敷工業高校の攻撃。一死から左前打を放たれる。さらに、犠打も決められ得点圏に走者を背負う。こ

のピンチは三ゴロで抑え、無失点とする。 

4回裏、矢掛高校の攻撃。相手チームの投手の変更。点を奪いたい矢掛高校だが三者凡退に抑えられる。 

5回表、矢掛高校の攻撃。二死から小池（総社西中）が死球により出塁するも次打者を抑えられる。 

6回裏、矢掛高校の攻撃。二死から真砂（木之子中）が中前打を放つも盗塁死。 

7回表、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者に四球与えてしまい犠打も決められる。次打者の内野安打と盗塁で、二・

三塁とされ、四球で一死満塁のピンチを迎える。ここで、左前打を放たれ、２点を追加される。さらに

ピンチは続くが、牽制で走者を刺し、３点差のまま試合は終盤へ。 

7回裏、矢掛高校の攻撃。二死から中村が右前打を放ち、出塁するも点を奪うことができない。 

8回表、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者に四球与えてしまい、次打者に内野安打を放たれるが、無失点とする。 

9回表、倉敷工業高校の攻撃。先頭打者に四球を与え、犠打で二塁へ。このピンチに左越二塁打を放たれ、１点

を追加される。さらに続く一死二塁は、遊直併殺で切り抜ける。 

9回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の赤木（小北中）がバントヒットで出塁する。なんとしてでも点を取りたい矢掛

高校だが、後続を抑えられ、ここで試合終了。 

 

矢掛高校は倉敷工業高校に４―０で敗れた。今回の試合では打撃面では安打が少なく、出塁をしてもチャンスを

ものにできていなかったので、日々の練習でバッティング強化に励んでほしい。守備面では、失策が見られ、ピ

ンチの時に落ち着いたプレーが出来ていなかったように思う。また試合が進んでいくうちに声掛けが少なくなっ

たように思うのでピンチの時こそ声を出してチーム一丸となって頑張っていきたい。 

 今シーズンの勝敗    

１１勝２敗３分 


